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◆『アジア・キリスト教・多元性』第11号をお届けいたします。

本研究雑誌は、「日本・アジアのキリスト教と宗教的多元性」研究会（略称、「アジアと多

元性」研究会）の研究活動報告論文集として刊行され、本号で11号となりました。今回も、

執筆いただいた方々はもちろん、ほかの研究会メンバーの方々、特に、編集担当者の全面的

なご協力によって、無事に刊行することができました。この場をお借りして、お礼を申し上

げたいと思います。なお、本研究論文集は創刊号より、基本的に電子ジャーナルとして刊行

され──必要部数に限り、冊子体での刊行も行っていますが──、現在は、研究会のホームペ

ージにおいて公開されるとともに、2008年度からは、京都大学学術情報リポジトリにも、登

録されています。ご関心のある方は、ご覧ください。

◆2012年度の研究会の活動の詳細については、本号の「研究会の活動内容（2012年度）」ある

いは研究会のホームページに記載された通りですが、例年通り、毎月一回、研究会メンバー

による研究発表会が行われました。今年度は、統一テーマというわけではありませんが、「ア

ジア・日本のキリスト教研究の方法論的諸問題」を念頭にいくつかの研究領域について、研

究発表を行いました。本研究会の研究成果を研究論集という形で出版することなどを目指し

て、しばらく試行錯誤を行いながら、研究会活動を進めて行きたいと考えています。前回の1

0号の「あとがき」では、「たとえば、キリシタン研究や無教会研究といったテーマを軸にし

て、共同研究に近い企画も可能かもしれません。研究会メンバーからの積極的な提案を期待

しております」と書きましたが、他の案を含め、積極的な提案をお願いいたします。

◆2012年度も、本研究会は、何人かの方々を新しいメンバーとして迎えることができました。

今後も「日本・アジアのキリスト教と宗教的多元性」というテーマに関心のある方々を迎え、

さらに活発な研究会にして行きたいと思います。2012年度は、本研究会の体制を整えるとい

う課題を意識しつつ活動を行ってきましたが、新年度最初の本研究報告論集の合評会を兼ね

た４月の研究会では、この件について、具体的な提案を行いたいと考えています。現在の京

都大学キリスト教学研究室での月一回の研究発表会と年度末の報告論集刊行という点につい

ては当面変更することは考えていませんが、研究会活動を安定的なものとし、さらには活動

の幅を広げる──研究会メンバー以外の研究者を招いた講演会やシンポジウムの実施、ある

いは共同のフィールド調査や研修会の企画など──ために、年会費や論文執筆料の設定を行

いたいと思います。これに伴って、事務局（庶務や会計）の整備も必要になります。研究会

のメンバーのご意見をお聞きしつつ、４月から新しい体制での研究会をスタートさせたいと

考えておりますので、ご協力をよろしくお願いいたします。

◆研究会メンバーの動向で、うれしいニュースをお知らせします。本研究報告論集にも論文

を執筆されている、徐亦猛さんが、この４月より、福岡女学院大学に就職されることになり

ました。今後のさらなるご活躍をお祈りいたします。また、金香花さんと洪伊杓さんが、こ

のたび修士課程を修了し博士後期課程に進学することになりました。これから本研究会など

で積極的に研究発表を行い、論文を執筆されることを期待しています。なお、前号でお知ら

せすべきことでしたが、楊周漢さんが、昨年４月より、折尾愛真短期大学（北九州市）に勤

務されています。お知らせするのが遅くなりましたことを、お詫び申し上げます。

◆今後とも、本研究会のために、各方面からのご協力を賜りますよう、よろしく、お願い申

し上げます。
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